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第 16期第２回 かながわ人権政策推進懇話会 議事録 

 

日時：令和５年８月１日（火）10時 00 分～12時 00分 

場所：県庁東庁舎地下 1階 B12会議室 

 

１ 議題 

（１）議題 マイクロアグレッションについて 
ア 基調講演（オンライン対応） 
 「マイクロアグレッションについて考える」 
 講師：中村 正（立命館大学産業社会学部教授）  

イ 令和４年度 かながわ人権施策推進指針 取組状況報告について  

 
（２）その他 
   事務連絡 

 

２ 議事録 

○事務局 

 私は神奈川県庁の共生推進本部室長の本間と申します。皆様、本日はお忙しいとこ

ろ、また会場にいらしていただいた委員の方々、暑い中どうもありがとうございます。

人権に関する最近の話題というか、やはり報道機関の人権という言葉を見ないぐらい、

ほぼ毎日のように報道されていて、こういった関心の高さなども伺えるところですが、

直近で言いますと、国の方の動きとしましては、いわゆるＬＧＢＴＱの理解増進法が成

立したという動きがあります。 

また、県内の大きいところで言いますと、例えば相模原市では、差別、人権に関する

条例を作ろうといった動きがあるとか、また私どもの話としても、先週はちょうど７年

前に津久井やまゆり園事件が起きて、その事件の日が先週の７月 26 日に当たる日であ

って追悼式を周りの方と行ったところでございます。あの事件も意思疎通が図れない

人は生きる価値がないんだと。そういう価値観というのは、我々はそういう考え方には

立脚しないと。障害があってもなくても、あるいは生きづらさを抱えていても、一緒に

生きていく、こういった社会を作っていくという思いを、新たにして、これからもやっ

ていくという考えでございます。 

そういった中で、本日、有識者の皆様にお集まりいただきまして、人権に関する理解

を深めていく機会を設けることができるということは、我々にとっては、非常に貴重な

場ととらえております。今日は講師の中村先生に、マイクロアグレッションについて考

えるというテーマで、ご講演いただきます。こういった光の当て方から、また我々の考

え方もブラッシュアップしていくというような機会になったらいいと思ってございま

す。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 
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〇炭谷座長 

本日の懇話会は次第の通り２つの議題について取り上げます。基調講演マイクロア

グレッションについて、及び令和４年度かながわ人権施策推進の取組状況報告につい

てです。基調講演については、神奈川県が最近実施した施策は、被害者の支援に係るも

のが多く、改めて差別する側の心理や傾向を知り、効果的な啓発や広報について検討す

るためのテーマとして採用しました。それではまず一つ目の基調講演「マイクロアグレ

ッションについて考える」について、社会病理学や臨床社会学など、専門的に研究され

ていらっしゃいます、立命館大学産業社会学部教授の中村 正様にお話をいただきた

いと思います。 

 

 

○中村教授 

 皆さんの関心にどう合うかどうか、心もとないところもありますけれども、お招きい

ただきましてありがとうございます。私の取組みを中心に話をしたいと思っています。

もちろん研究的なことも連日のように加害者たちといろんな対話をしています。それ

は当然いろいろセッティング、フレームがあります。結構長くやっていたのが奈良の少

年刑務所で、性犯罪者の処遇に関わっていました。これは法務省が 2006年から取り組

んでいる。端的に言えば、それまで何もやってなかったんです。薬物も含めてですけれ

ど、再犯者が一定数います。再犯する社会の中も含めて何かをすべきではないかと、よ

うやく 2006年から金沢の矯正教育モデルを使って、性犯罪者処遇が行われていました

ので、最初から西日本の拠点刑務所が少年刑務所奈良でしたので、全部話をするわけに

は参りませんが、虐待する親たちの家族再統合事業、これは虐待防止法の言葉です。そ

の中でも特に家族システム的な見地から言うと男親の暴力の破壊力の方がすごいので、

これに対して何らかのアプローチをしておかなければならないと、かねてよりこれも

指摘をしていたのですけれども、男親の暴力の中でも、交際相手まで視野に入れます

と、大変大きな更正のための面談をしています。 

ハラスメント加害者への対応もしています。65 歳以上になりますと同じＤＶでも高

齢者虐待っていう見地になります。ハーグ条約に加盟しましたので、諸外国は全部共同

親権なのですけれど、日本はそうなっていないのです。共同親権にすべきかどうかはか

なり大論争がありますけれど、暴力が絡んだ場合の離婚後の面会交流のあり方につい

ては、これに基づいてやらなければいけないのですけれども、ハーグ条約に一旦加盟し

ましたので、執行事案研修というのを刑務所から出た後の人たちの更正支援、自立支

援、これは地域生活定着支援事業でやっています。そこに関与していたり、以下列挙す

ればきりがないぐらいに、加害者臨床と呼んでいますけれど、加害者へのアプローチは

隙間に落ち込んでいまして、十分な制度設計ができてない。それから心理臨床家も苦手
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とするところが多いです。最近では、裁判所の情状鑑定も頼まれてやるのですけれど

も、一番最後に書いてあるＳＮＳでのヘイト発言者。処罰的なアプローチだけではなく

て、どうしてそういうことをするのだろうかという感じから、二度としないようにする

ための対応をしています。 

そういったことも含めて、あと実践的なことなので、暴力の臨床社会学的研究はもち

ろんなのですけれど、これをトランスレーショナルリサーチと呼んで、社会実装する。

一定の研究がたくさんあるところですので、加害者研究は、諸外国ではかなり蓄積があ

りますので、これに基づいて、どうしていったらいいのだろうかということで、臨床心

理的、個人の問題にしてないようにするというのは、人権問題の基本かもしれませんけ

ども、臨床社会学と称してやっています。 

今日の中身は時間が多分なくなるので、最後は駆け足ですが、マイクロアグレッショ

ンについてお話をしてほしいという要請がありました。これは社会的差別、当然具体的

な一つの形です。直接的差別がそこで扱われています。日常の相互作用、発話、コミュ

ニケーション、言葉、仕草、記号や物、文脈、認識や知識、文化の中に入り込む差別と

いうふうに考えています。 

（資料記載の本ですが）大学院生がゼミで読んでいて、これは資料上段が明石書店か

ら出してもらった書物です。資料下段が原著の書影です。幸い版を重ねて今７刷りまで

きています。多く読まれていることになりました。内容はマイクロ、微視的な、という

ことですね。アグレッションです。日常生活の相互作用で生起する、見えにくい、中に

は善意も含まれていて、それから何よりも一番大きいのは知らない、無知であることが

持つ差別性、暴力性等も考慮、指摘をしています。行動、学校や職場など日常生活の中

に現れる偏見差別に基づく見下しや侮辱のこと。マイクロは小さい、些細なという意味

では全くありません。個人間、日常生活の中で起こる差別事象のことで、微視的である

ことゆえの破壊力があるということで、追加しましたけれど、機制と機微（ミクロ）、

機制（マクロ）というのはマイクロなメカニズムのことですよね。機微というのは、人

肌に入り込む人間関係、コロンビア大学の教職大学院の先生の言葉です。臨床心理学や

多文化臨床論を講じるチャイニーズアメリカンのスー先生です。彼が著名な大学の学

部長に対する半日のダイバーシティトレーニングセッションから招かれた時のこと、

会場に並ぶ学部長や事務長の中に有色人種が 1 人もいない。しかもほとんどが男性で

あった。これを環境に埋め込まれたマイクアグレッションと感じたようです。有色人種

の学生であるあなたは、もしかしたら卒業できないかもしれない。もしそういう人がこ

こにいたらということですね。有色人種の教員は正規の職に就いたり昇進したりでき

ないかもしれない。ここではあなたやあなたのような人は歓迎されていない。あなたが

もしこの大学にいることにしたとしても、あなたの成功はたかが知れているというメ

ッセージを、環境を見渡した瞬時に感じたそうです。そうした自分の体験をどのように

理論化するということを、かねてより模索をしてきたということです。 
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多文化臨床ということが、政治的に多様性の国であれば、日本もそうなのですけれど

も、本来敏感にならなければいけないということもあって、それで書物の中に、マイク

ロアグレッションという、彼の用語というよりも、1970 年代にアメリカの精神科医で

あるチェスター・ピアースによって初めて使われたと学説史的に紹介してあります。時

に公民権運動がピークに達しながら、差別はいけないという機運が強まる中で、より陰

湿化する、見えにくくなるというような形の差別が、形を変えて表面化している、ある

いはそれを指摘すべきだ、こんなことが背景にあったようです。 

それから、この書は心理問題とか、精神科医ですので、内省する、自分の中に取り込

んでいってしまう差別ということを、かなり強調しています。そのことを後でご紹介し

て参ります。 

さらに、アジア系の先生であったということもあって、アジア系アメリカ人へのマイ

クロアグレッションの例がそこに紹介されています。これは本書からです。「よそ者扱

いをされる。どこから来たの。英語上手ですね。なぜなまっていないの。善意の評価。」

アメリカで生まれたスー先生でさえ、そのように言われる。「アジア系の人は知的能力

が高いというふうなステレオタイプがあるようで、知的能力の高さを出自に帰される

こと。」これも褒められているようですけども、意外性をもとに評価されていうことに

なる、ステレオタイプに基づいている。「アジア系アメリカ人の女性がどちらかという

とエキゾチックさを求められることや、男性は性的なアグレッシブではないというよ

うな、弱々しいものとして見られること。」あるいは「人種間の違いを無意味なものと

して扱われている。アジア系はみんなよく似ていると思い込んでいる。」それからここ

はよく感じるところですね。「文化的な価値観やコミュニケーションスタイルを問題が

あるものとして扱われてしまう。」学生に対するネガティブな消極的という意味での蔑

み等が出てきます。そうすると今度はアジア系の人たちがそれを内面化していくと、劣

等感のようなものが形成される。そういう構造になっています。ここはかなり本書の中

でも体系的に批判をされています。ビジネスシーンでもよくあったことがあるという

ことでしたね。それから「アジア系が無視されていないものとされがちで、人種の問題

が大きいところは黒人と白人のことだとされてしまう。」こんな事を体験しながら、本

書がしたためられてるということ、こうした現実がジェンダーとか性的指向とか人種

についてたくさんあり、事例が実に豊富にこの書物に出てくる。翻訳したページ数だけ

で 500ページになっています。 

ですからより曖昧で漠然として特定したり認識したりすることが難しくなってきて

る差別と偏見が見えてくる。屈辱的で侮辱的なメッセージを繰り返し伝える。場合によ

ってはそれが善意のかたちをとって迫ってくる。こんなことを、三つの形で表明してい

ます。マイクロアサルトとマイクロインサルトとマイクロインバリデーションと書か

れています。 

これはかなり積極的な環境に埋め込まれたサインや言語、または行為によって周辺
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化された人々に伝えられる人種、ジェンダー、性的指向に対する偏った態度、行為、記

号性がそこにある。そういう記号がそこに置かれているばかりで周りは大変脅威に感

じる。明示的な軽蔑です。それからマイクロインサルト。これは資料の一番下の赤いと

ころを見てください。「多くは無意識で気づかいのないコミュニケーションを通して人

種的出自や文化の価値を貶めることになる。女性の医師が、男性の患者から看護師と間

違われる。女性の社長に向かって社長はどこ」と聞くなどの例が挙げられています。半

ば無意識のようにして私たちが持っている日常の相互作用ですね。こうしたことにな

っているのがあるので、マイクロインサルトと表明しております。さらに無価値化です

ね。「心の動きやマイノリティの人たちの脆弱性を社会的に持つ人たちの心の動きや感

情、経験的なリアリティなどを無視したり否定したり無価値なものとして扱ったりす

ること。マイノリティの心理状態、考え方、感情、差別経験を排除、否定、無価値化す

る行為。」自分はジェンダー中立的なので、中立であることに価値があると思い込んで

しまっている。現実の格差がそこで見えてこない。アメリカで生まれたアジア系の人に

英語うまいですねと声をかけてしまう。そんなこともここに入る。 

今のをまとめてマイクロアグレッションの全体像、人種的なマイクロアグレッショ

ンのことについて、無意識の善意の無知の気づかないマジョリティの常識となった発

言や意識と無意識的行動コミュニケーションとしてまとめてあります。それぞれ三つ

が体系的に整理をされています。下の囲いの中に発言の例が登場しています。こんなふ

うに、ジェンダーに関するマイクロアグレッション、性的指向に関するマイクロアグレ

ッション等が、詳細を後でもう少し翻訳していくプロセスで、在日コリアンの院生たち

と一緒にアップしてきた経過もあるので、日本の中でどんなふうに考えられるかって

いうこともお伝えしますが、その前にマイクロアグレッションが、この懇話会もそうか

もしれませんが、関心を持たれる社会状況がいくつかあります。これは例えばどういう

ことかというと、私が内閣府で関わっている仕事の一つですけれども、ＤＶ防止法の改

正が今年の国会で取り組まれました。それで来年の４月１日からですね、このように変

わって参ります赤いところです。心身に重大な危害を受ける恐れがある時、心身の心と

いう字が入ったのですね。これやＤＶ防止法ができるとき、もう 2023 年になっていま

すけれども、20年以上この問題は大きなテーマだったのですけれども、ようやく 20年

経って、心理的、精神的暴力が、保護命令の発令要件の中に入りました。 

さらにその中でも紹介してきたのですけれども、ガスライディングっていう言葉が

あります。これは説明すると、長いのですけれども、映画の「ガス燈」からきています。

マニピュレーション、もう少し操作性が強いもので、相手を精神障害にまで追い込んで

いくような、操作性のある人間関係のことです。直近に刑法改正、性犯罪のものがあり

ました。これは 2017 年 2023 年と連続して、これまで 110 年手をつけてこなかった、

遅きに逸したっていう感じはしますけれども、遅きに逸した刑法改正があって、さらに

強制性交という言葉に変わって、同意、不同意、不同意性交という言葉に変わって参り
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ました。この６年に目まぐるしく言葉が変わってきた。その前 110 年何もしていなか

ったってことと対比すると、矢継ぎ早の成果です。 

さらに、今次改正でグルーミング、地位や関係性の利用、時代性問題で議論されてい

ることであります。地位や関係性の利用ということが入りました。この地位や関係性の

中には、看護者、親も入ります。そういうようなことですよね。あるいはカルト二世問

題は主にマインドコントロール、ＳＮＳでは大変自己顕示欲的な発言があって、特定の

人を名指しして集中放火を浴びせる。そうしたコミュニケーションはなぜ起こってい

くのだろうかということを前提に特定された加害的発言をした人への更正の対話を今

しています。 

それと「いじり」や嘲笑と書きました。これ私の方の院生たちも大変大きなテーマで

研究したりして調査をしてきました。「いじめ」ではなくて、「いじり」なんですね。こ

の「いじり」が持つ膨大な人を傷つける要素の中にマイクロアグレッションが入ってい

ます。それから自虐的という意味でも「いじり」がよく使われます。笑いを取る中で、

人間関係を維持しようとすることの持つ差別性ですよね。そうすると、今度は他方に沈

黙を強いていくことになってサイレンシングと私は名付けました。セルフサイレンシ

ングとも呼んでいます。 

さらに、ＤＶや虐待が交差する問題が出てきますと、暴力を振るう男性にお前も子供

を殴れと、こんなふうに指示されることがあるんですね。現に事件が起こっています。

サイレンシング、あるいは、職場での具体的な上司と部下の関係とかですね。それから

教祖と信者の関係とかですね。それから体罰ですね、先生のもとでがんばって強くなっ

ていきたいと思う、訴求する被指導者の持つ心理が利用されていくことになる、地位や

関係性の利用という中で、この場合は自主的なというふうに表現できますけれども、具

体的な対人関係、ＡさんＢさんＣさんの二人称的関係の中に、こうしたテーマが懐胎し

ていきますので、マイクロアグレッションの背景に大きな暴力が控えているわけです

けれども、そういうことがあって関心を持たれているのではないかと思います。それで

マイクロアグレッションと教育という形で知恵をくださいということで、一緒に訳し

てきた在日コリアンのメンバーがいつも言われることとして、訳しながら自らの体験

を語りました。民族の名前で活動してる在日コリアンたちに対して「留学生ですか。」

「日本語うまいですね。」「日本に何年いるんですか。」北朝鮮がミサイルを打つたびに、

厳しいまなざしが自分たちに向かう、いろんな体験をしています。 

それから最後の方で、謝罪の中にもマイクロアグレッションがある。「あなたを傷つ

けてしまったならごめんなさい」「気分を害したようなので謝ります」という言い方で

す。相手を傷つけた自己が立ち現れてこない。加害が内省され、みずからの発言や行為

がもつ差別に向き合おうとする謝罪ではない。 

ところがマイクロアグレッションは大変大きな問題を持つ暴力・差別と不可分です

ので、背景的にはこんな理解もしといた方がいいだろうと思って紹介しております。資
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料の右側はアメリカの団体が作った像のピラミッドです。ジェノサイドまで行き着く

大きな裾野にバイアス、その上段にステレオタイプ、敵意の表明、配慮を欠いたコメン

ト、排除する言動。今、幾つか紹介してきたようなことについて日本の弁護士さんがそ

れを翻訳して、さらにわかりやすく書いたものです。偏見、憎悪、暴力。私たちが一緒

にマイクロアグレッションを翻訳した時に、同じ明石書店からアンコンシャスバイア

スという書物も翻訳されました。この 2 冊同時に、翻訳されて広げようではないかと

いうことで、定着させてきたところです。 

あるいは平和の研究者ガルトゥングさんが、これは貧困や堕落ということになって

いますが、文化的暴力も含めて、体系的に暴力のトライアングルとして考えるべきだと

いうことで紹介をしてますので、これも大きな中にマイクロアグレッションが入って

くる。それとマイクロアグレッションが効果を持っていく背景にある非対称な関係性、

これ権力勾配と呼んでいます。これは勝手に私が訳したものですけども、さっきのピラ

ミッド様式ですね。男性からのジェンダー認識だと、「ただのジョークだよ何をそんな

気にしてるの。」女性から見ると、「あんたの言い方は暴力の文化に加担しているよ。」

ジェンダーの問題を体系的にとらえた方がいいんじゃないかということも紹介してお

きます。非対称の関係性ですね。女性だから幸せそうな女性を見て、攻撃を加えたフェ

ミサイド的なテーマからずっと上の方に行きますと、硬直したジェンダー役割がそこ

に入ってきたり、セクシスト的（性差別的）なジョーク、ハラスメント、オンラインや

街頭でのハラスメント、侮蔑、ヘイト的スピーチ等、これらは全部連続してるというふ

うに考えていきます。 

さらに同じですけれども、ちょっと下の方見ていきますと、暴力の文化。攻撃や侵入

を正当化する個人の信念や考え方、認知システム。認知システムのところにまで私たち

の物事の考え方、ここにまで入り込んでいく。プライベートゾーンへの侵入、望まない

性的接触。同意、不同意が大きな性犯罪を構成するテーマになっていきますと、同意と

は何かってことが、今後議論されていくことになると思います。諸外国では心理的、精

神的、あるいは物理的、身体的、言語的暴力と類型化していますが、これでは狭かろう

ということで、関係コントロール型、coercive control という形で定義を変更しよう

としています。関係コントロール型の暴力、現実を定義する力、そしてそこには非対称

の関係性があって、一方、他方の関係で他方が配慮する役割。従っていく役割。追従し

ていく役割。あるいはコントロールされてる役割の中に、社会的な権力勾配が入ってき

ますので、このことを視野に入れるべきではないかということで、特に親密な関係性、

あるいは一定の人間関係を持つようなクラブ、それから信仰のある組織、何か家族類似

的な共同性を持つ中に、こうした暴力が宿ってくるんじゃないかということを積極的

に取り上げています。幾つかの類型、心理的、精神的、身体的と分けるだけでは物足り

なくて、マイクロアグレッションと呼ぼうということになってきています。暴力の中心

にあること、イギリスのこれはＤＶ防止法ですけれども、例示されている行動は、経済
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的な虐待、脅し、子供を使った脅し、秘密を暴くなどなど、そこに列記したようなこと

が大変大きな例示として出て参ります。これは日本でもよく見られます。価値剥奪、自

己非難や責任を押し付ける、私が悪かったという加害・被害関係を作り出す。これは関

係コントロール型なのです。そこには愛情だとか友情だとか、師弟関係だとか、いろん

なパートナーシップがそこの背景にあるということを指摘しています。ですので、家族

の中の親密さを作っていく人間関係の場であるＤＶ問題は、対人暴力の根底に横たわ

る大きな問題だという形で、エヴァン・スタークさんという社会学者が提唱しています

けれども、こうした人たちや心理臨床の現場から上がってくる事例のボトムアップ、こ

れを基に定義が変更されてきています。ヨーロッパでも変更されてきています。日本で

も同じで、ＤＶと若干交差する事件が幾つか散見されてきました。これを面前ＤＶと呼

んでますが、これは狭いと思います。複合暴力というふうに明確に関係を表現した方が

よくて、そこでは子供が独特な内面を作っていく。内閣府で議論をしている、図式化し

たものをそこにピックアップしてあります。「暴力で問題解決しようとする親たちなん

だ。」「強いものが弱いものを支配するのが自然で、弱いことが悪いのかもしれない。」

「自分がＤＶの原因だと思う。罪悪感やＤＶを止められない無力感を感じる」「自己評

価が低くなる」「楽しい時がいつ壊れるかわからない。不安で、不安で遊園地に行って

いても楽しめない。」「常に緊張を強いられ安全感、安心感が育たない。」「他者が信頼で

きない。」逃げるんです。「空想の世界へ投影する」、これ子供の特権ですよね、遊ぶの

が仕事ですから。内心が揺れていく、パートナーシップをこんなふうにして学んでしま

う。面前ＤＶというにはちょっと薄い感じがしますので、子供のこころの発達ですよ

ね。最終的には自分も暴力を振るってしまうかもしれないっていう恐怖、こうしたこと

が大きなテーマとしてある。 

三つ目ですけど、これはマジョリティの問題に最終的に行きつきます。ですから人権

の啓発ということになっています。マジョリティの無知とマイクロアグレッションの

指摘によって、マジョリティがどういうふうに無知として表現されてくるか、これはよ

く引用をされます。マジョリティは自動ドアに入るように、みずから何かを努力してハ

ードルを超えなくてもいいというマジョリティ問題がある。マイノリティの場合はい

ろんなハードル、差別という大きなハードルがあるので、努力を強いられることにな

る。このマジョリティ問題をどう扱うかっていうことになります。幾つか日本の中で置

き換えながら、スーさんの書物に学んで、翻訳者たちと一緒に議論しながらついてき

た。 

資料の、このＬＩＮＥメールはダミーです。私がこんなこと言ったわけではありませ

んが、学生たちから相談があった。ある女子学生が相談にきました。「俺がとっている

３限目の講義が休校になったので会いたいと恋人からメールが入った。」これについて

相談に来たんですね。とても大事な相談だったのでここを深掘りして、そこに論文を書

きました。論文はフリーですから、ダウンロードしてみてください。この発言が持って
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いる性質、もちろん女子学生はＮＯと返したんですね、ＮＯと返したんだけど、後味が

悪い心理状態になったので、気持ちを整理したくて、私が社会病理学、いろんな暴力の

話をしていますから、この先生なら話ができると思ったんでしょう、話をしに来てくれ

ました。とてもよい問題意識をお持ちだったので、あなたの考え方はこんなふうに整理

できるのではないかという形で一緒に彼女と対話したことをそこに書きました。たっ

た１行の中に含まれている 10個ぐらいの暴力性を持つ論点をそこで浮かび上がらせた

んです。彼女はこんなこと言わないし、彼だけが一方的に言ってくる。そして悩むのも

彼女、ここには明らかに関係の非対称性があります。何よりもＮＯと言ったので、次に

彼にきちんと会えるだろうかという不安が一方でできます。これデートバイオレンス

ですよね。そして何よりも、自分の都合だけで彼女の時間を奪っていったりする。たっ

た一行のメールにいろいろなことが込められていると、本当にマイクロな一行の中に

いろんなテーマがあるということで、彼女と話をすることができたのですね。これは７

年前のメールです。そんなに最近のことだけじゃないということです。つまり関係がも

のすごく非対称な中に権力勾配が入り込んできて、悩み方それ自身、悩み方というのは

心理臨床のテーマですので、悩み方それ自身がマイクロに組織されていてアグレッシ

ブな中に、アグレッションがあるから、自分がこれは前から言っていることです。 

肌色は特定できないのに特定してしまっているのが日本の現実です。クレヨンに肌

色と書いてあります。これはある外資系の会社のバンドエイドです。肌色タイプと書い

てあります。キャミソールの袋にも、ちょっと見にくいですけれども赤いところに肌色

と書いてあります。これは商品撤回になりましたし、店頭から回収されました。ですか

らバンドエイドも本当は皮膚の色に合わせてたくさん用意しなければならない。しか

もそれを肌色と特定できないです。ナチュラルカラー、スキンカラー、ベージュなのに、

何でこれが肌色なのだろうか。肌の色はあるのだけれど、ないわけですね。こんな形で

レイシズムの自覚をすべきではないかと考えたのが、楽天のオコエ瑠偉選手の発言で

した。これはブラックライブズマターが、コロナの時代に大変大きくなって、今はこの

選手はジャイアンツに移っていますけれど、お父様がナイジェリアの方で、これも「保

育園の時の話、ある日、親の似顔絵を書く時があった。先生は言った。親の顔を肌色で

塗りましょう。」その時保育園にあった肌色のクレヨンはさっき言った肌色なんですね。

その時当然ですけれど「親の顔を茶色のクレヨンで塗った。そしたら差別やいじめやい

ろんなことが起こってきた。」こんなことです。こんなことは日本社会の中ですでにた

くさん存在していますよね。あるいは黒人の胎児を描いた医学書。医学の領域でも一番

下の赤いところです。医学の世界に平然と存在していて私たちが気づいてないかもし

れない偏見の一部を明るみに出したのが、黒人たちの体の色ですね。医学イラスト、医

学教育にどのように多様性を持ち込むかということが大きなテーマになって、こうい

うのが話題になった、最近ですよね、2020年の話です。 

一橋大学院生アウティング事件、あいつゲイだってとアウティングが大変大きなテ
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ーマになって、アウティングされたゲイの男子学生は自殺をしてしまいます。その後、

裁判になって争ってるわけですね。アウティング、暴露という、これがその後学生たち、

一橋大学の学生たちが頑張って作った、何をすべきなのかってことですね、当事者から

の相談があって、Ａさん、Ｂさん、Ｃさんの関係性があってアウティングされた時に、

相談してしまった。相談という一見ポジティブなように見える中に、問題が表れていま

すよね。アウティング、知っていないということですよね。自分の悩みを相談したよう

に見えるけども、それは社会的には、ハラスメントになっていく。ですから否定しない、

責めない、言わないという、こうしたことを学生たちに周囲が訓練しなきゃならない。 

根強い能力主義という問題もあります。わいせつ事件において、ジェンダー意識がそ

こに反映されますよね。この事件の相手が東大生だったことで、訴えた被害女性が勘違

い女だろうとネットで騒がれました。激しい二次被害でした。能力に基づく異なる取り

扱いは、合理的な差別で、区別でいいと、こんなふうに思ってしまう。 

若者たちが考えるマイクロアグレッションは、タブロイド版で取り上げられたんで

すね。社会病理では、こんなことをずっとやっていまして、マイクロアグレッションを

身近な体験から、探し出そうということで、こんなことをやりました。フォトボイスと

いうのを使いまして、ＹｏｕＴｕｂｅとか動画世代なので、それと反対で、静止画像、

一番自分が社会病理だと考える１枚、２枚の写真で、何でもいいですけど、そこにボイ

スを入れましょう。ちょうどこの学年はコロナで何もできなかった時だったので、みん

なの声をいつまでもネットに上げながら、聞き合いましょうという、寂しさを紛らわす

こともかねてフォトボイスの手法をとりました。 

この男子学生はこの２枚の写真を上げてきました。テーマは日傘の男。何が日傘の男

かというと、皮膚が弱くて、これ新聞の記事ですけど、皮膚が弱くて小さい頃からスキ

ンケアには相当に留意してきた。紫外線も良くない、髭剃りも負ける。無駄毛処理もし

てきたし、夏は日傘を差すようにしてる。皮膚にも気を使いながら乾燥しないようにし

て、皮膚の病気にならないように気をつけた生活をしている、幼いときから女子力半端

ないねと言われた。褒め言葉だったのか揶揄なのかわからない表現をされてきた。とて

もいいマイクロアグレッションの指摘だったと思います。女子力というジェンダーバ

イアスのかかった言葉ではなく、自身の必要性があってやっているセルフケアですね、

スキンケアですよね。そんな息子の姿を見て一番彼に怒りをぶつけたのが父親だった

らしいです、50 歳の。しかし、また一つのオチがあります。彼は、ジェンダーの話を

すればそうなんですけども、男性性の問題という形で考えると、一番コンフリクトは親

子の中にあった。父子関係の中にあったが、彼は、それはもう筋骨隆々としたマッチョ

な人間です。日傘をさす男フォトボイスを作ってから卒業研究にまでこれを持ってい

くのです。「僕は爪が割れやすくて肌も荒れやすいんで、日焼けやカミソリのダメージ

も下げたかった。だから脱毛したり日焼け止めの日傘を使ったり保湿したり、でもケア

という感覚で自然に始めたことが想像以上に、批判や衝突を生むことを経験しました」
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と書いてくれました。これも良い卒業論文になりました。こんな形でマイクロアグレッ

ションを体験して一番大きな葛藤が出たのが、50 歳の父親との葛藤だったんですね。

大きなテーマをそこに含んだ、日常的な父子のやりとり。ここに孕まれているマイクロ

アグレッションを選んでくれました。 

それで、今年はさらにこうしたことは、日常的にもう少しやっていまして、暴力の加

害、大学の中で言及しているというだけじゃなくて、冒頭ご紹介しました実践の中で、

これを取り組んでいます。大阪全域で男親塾をやっています。これは児童相談所によっ

て虐待親として指定された人たちは、子供をケアしていますけども、父親の自分の暴力

性をどう自覚するかということは、先ほどのパートナーシップや複合暴力の中にあり

ますので、このことを解決するためのプログラムを作って取り組んでいます。さらに京

都府と一緒になってやっているんですけれどもＤＶグループワークをやっています。

加害男性相談です。ストラクチャはそこにそれぞれ書いたように、やっています。年中

やっています。京都府のは結構人数増えてきまして個人相談とグループ、今三つ動かし

ています。暴力に焦点が当たっています。当面、児童虐待の場合は親子分離されてます

ので、母にのみ、母に向かう暴力のリスクをどうするかということをテーマにしてもい

ます。それから、ＤＶグループワークの場合は一旦離婚調停というだけではなく、自主

的に別居していくことになりますので、その別居期間中に 1 人でできないことをみん

なで出す、暴力グループワークとしてやっています。暴力もドミナント（支配）のスト

ーリー、加害のナラティブ（語り）って相当難しいんですよね。既存のストーリーがか

なり入り込んできます。資料に列記したようなことを平気で語ります。これを修正して

いく、対話的、ナラティブを大事にしています。 

どんなプログラムをすればいいのか。今日本では、こういう脱暴力プログラムに参加

しなさいという、受講命令と呼んでいますけれど、受講命令がないです。私が内閣府で

いろいろ委員でしたり座長でしたりさせてもらっているのですけれども、プログラム

を作ることはできますが、その参加命令制度を作るということについて、国はとても慎

重です。対立しています。もちろん、どのようにすべきかというのは建設的に提案して

るのですけれども。 

さらにマイクロアグレッションや心身の暴力、心理的暴力への関心が向かっている

ので、これは被害者支援からそうなんですね。被害者支援の論理と加害者対策の論理が

整合しない。あるいはマイクロアグレッションを含んだような関心事項が多様に出て

きています。それに対して加害者対策のロジックツリーが合っていないです。これは性

犯罪もそうでしょうし、虐待もそうです。ですから被害の救済、被害から脱出、被害者

の自立支援という大きな流れとともには、ほとんどないのです。しかし、グレーな領域

として放置されているので、ここに対して社会啓発が、今どのように、人権も含めて、

脱暴力に向かうかということに関心があって、ここでの加害のナラティブは大変大事

と思っています。特に愛情でもあるし、友情でもあるというこの言い方がまかり通って
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います。コミュニケーションだと思っています。お前のためである。これは躾だ。これ

は他罰的で、男性性がとても強く、不活性化されています。ナラティブが出てくるのを、

ドミナントのストーリーと置いて、そことの対話です。これは社会が持っている加害男

性たちが自主的に開発した形じゃなくて、中国から来ている留学生が教えてくれまし

た。モラルハラスメントっていう、フランスのマリー＝フランス・イルゴイエンヌさん

の書物ですね。中国語でも訳されていまして、冷暴力と訳されるんです。大変リアルな

言葉です。そこに書いてあることがほとんど全部です。そういうことを日本のモラルハ

ラスメントを行うＤＶ、虐待、それから体罰をする教師、ハラスメントをする上司等は、

ここに書かれている言葉とかなり重なるものを使います。冷暴力。「自分の物を買うと

きにいつも一緒についてくる。僕の好みの女性になってほしいと言う、自分が自分でな

くなっていく感じがする。」というふうに語ってくれた、ＤＶの被害女性がいました。

「交通の便が良くないところに住んでいるので本当は免許が欲しい。必要なのに免許

を取らせてくれない。運転が下手だからと言う。だからいつも彼の車で行動することに

なる。」愛情のようだけど愛情でない、束縛ですよね。いろいろあります。五つ目、「Ｄ

Ｖを受けてるのに彼といる方が安全だと思うような意識になったことがある。実家に

逃げていると追いかけてきたり、メールが頻繁に入ったりするので結局一緒にいるこ

とで落ち着くからといって、これは、電子的追跡としてストーキングだったり、電子的

追跡も駄目だという事に最近法令ではなってきたのですが、これはちょっと前の事例

です。 

サイエンティフィックにもいろんなデータが諸外国では出されています。コントロ

ール、THE PSYCHOLOGICAL MALTREATMENT OF WOMEN と書かれているアセスメント、そこ

に列記したようなことが、膨大な加害者たちの調査をしながら、分かってきています。

私の友人に嫉妬したり、自分の友人に嫉妬したり疑ったりする。他の家族との関連に口

出しをする、実家との関係とかですね。私が自立するのを邪魔しようとしたというのは

こういう行動が見られると、高リスクというふうに判定される。ですので、全体として

こういう一つの関係で見ると、加害男性たちが持っている認識の中に言葉がない。自分

を語る言葉がなくて、ようやくモラルハラスメントという言葉は一部浸透してきまし

た。しかし、ますますこのずれが激しくなる今後ですね、責任の召喚、マイクロアカウ

ンタビリティと名付け、位置付けた言葉をグループワークで使っていくことになりま

す。私たちが大阪や京都でやっているのはゼミナール方式の脱暴力グループワークで、

ジェンダーという言葉さえ知らない人たちです。家父長制的人生でしたよねとか、その

言葉をどこから使ってきたのかなどを話します。 

資料の例で、「恋人同士だったころ、ドライブをしていたら小動物を轢いたような衝

撃があり、助手席にいた彼女が車を止めて確認したいと言った。彼は無視して走り続け

た。車の点検をしたり、もし何かの動物が死んでいたら保健所に連絡したり、道の路肩

に寄せて、いろんなことをしなければならないと思った。このときの違和感がいつまで
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も残った。そんなのもういいよと言って、放置して走り去った彼と、将来結婚して子供

ができたら大丈夫なんだろうかと、その時ふとよぎったと言います。命の感受性の異な

りと彼女は表現していました。」ずれなんですね。こうしたことで、例えば発達障害。

「多動だとかのお子さんを育てている母親、妻から見れば分かるが、父親が障害を認め

たがらない。障害かどうかが問題であるのではなくて、夫が取り合ってくれない。子供

の行動の特性を案じる妻がいて、そのことを理解してほしいと思うだけなのに、そんな

ことやらなくていいよといきなり決めつける。」あるいはそんなものはほっといたらと

いう形で、小動物を轢いた後も走り去ってしまう。 

ここら辺の資料はちょっと飛ばしていきます。ですから事件として身体的暴力が起

こる。その事件として、それが氷山の頂点のようにあるだけじゃなくて、その背景にな

っている「地と図」の関係で言えば、最終的にまとめとして、良き隣人モデルというこ

とを提案しています。加害者、被害者というのは、軸になっていくわけですけれども、

友人、同僚、隣人、親族としてコミュニティにおける脱マイクロアグレッションをどう

考えるかということを考えています。マイクロアグレッションをテーマにすればする

ほど、とても日常的で直接的で、分かりやすい人間関係の中にテーマが入ってきます。

ここからどのように、テーマ化していくかが加害者、被害者という軸は大変先鋭的なの

ですが、傍観者、同調者にもならないようにするための教育の必要性を考えています。

これの背景は、ＤＶ、虐待、ストーキング、いじめなど、構造的にはいろいろな整備が

されていきます。これからも進むと思いますが、残念なことですけども公の相談には行

かないのですね。ハードルが高いです。相談してないのですね。相談してない中に、ど

うやって啓発するかっていうのはあるのですけれども、まず誰にも相談しない人たち

が一番多いのですが、次に相談に行くとしたら、友人、知人、家族が多いです。ですか

ら、この友人、知人、家族がどのような存在であるかということが、大変大きな市民社

会や地域社会の脱暴力へのセンシティビティを高めていくはずです。これを善き隣人

の存在として表現してあります。ここに対して、アウティングなんかもってのほかです

けれども、マイクロアファーメーションという概念とか、マイクロアカウンタビリテ

ィ、英語でしかなくて今なかなか良い翻訳はないんですが、スー先生たちのマイクロア

グレッションの告発的な書物として、それに対してどうしたらいいのかについて、２冊

目、３冊目の本を書いてるんです。アグレッションを前提にした人権教育の体系化の素

材を出したいなと思っています。脱傍観者教育です。根拠は、友人、知人、隣人として

相談されるということですね。中には日本の場合はＤＶ虐待の場合、親族も入っていま

す。これは、そこに書いた本がその２冊目の本です。『差別への日常的介入法〜個人的・

組織的レイシズムと偏見に対して私たちができること』に記されていますが、アメリカ

ですからレイシズムが大変大きな存在を持っていますけれど、日本の場合はさらにも

う少し広く、対応したいなと思っています。マイクロアグレッションを把握する意義

は、被害や加害の医療化、病理化、トラウマ的体験なので心理臨床化する傾向が強いの
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ですけれど、これだけではなくて、私はむしろ、社会のシステムや関係性や社会の病理

が問題なので、人権論や社会科学もそこに追記されないと駄目だと思っております。し

かし、対人関係の働きかけなので、教育的なアプローチがどうしても必要になります。

ですので、傷ついた者へのパーソナルセラピーと社会が加害性を自覚していかない限

り、被害が語れないのです。これは今のジャニーズ問題の男性の性被害が典型的です。

被害の窓口、相談の窓口だけを開けばいいというのは、大きな問題点を孕んでいるとい

うことになる。ですから社会が加害を語る言葉、認識的不整備と呼んでいます。あるい

はそのことが抑圧的に作用する。つまり、内省を深める形で、お前も悪いという形で、

自省的、内省的に自己非難を強いるようなトラウマ的体験を病理化しないという、新し

い議論を、是非このマイクロアグレッションをどうするかという議論とともに紹介し

たいと思っています。 

まとめというと心のケアだけを突出させないこと、社会の説明責任や加害性・暴力性

の認知が先行すべきこと、そして地域社会、市民社会の中で善き隣人モデルを工夫して

いかなければならないこと。これは最初に言いましたように、ピアースさんが精神科医

としてこの問題に気が付いた。多文化臨床をすればするほど、多文化の中での抑圧性に

気付いていかなければならないと感じたからこそ、マイクロアグレッションという言

葉が体系化されてきたということになるわけです。ですので、こういうテーマを日本社

会も大変大きく持っているはずなので、可視化していきたいと思っています。いくつか

今のようなことを述べたものありますので、これは 600 ページぐらい無料で読めます

ので、また是非参考にしてみてください。私の話はちょうどここで終わります。 

 

○炭谷座長  

中村先生ありがとうございました。本当に膨大な内容で、私ども、私自身も初めてお

聞きするような内容がたくさんあります。非常に膨大な内容を要領よく、限られた時間

の中でご説明いただきまして、ありがとうございます。それでは時間が限られておりま

すけれども、ご質問があればよろしくお願いいたします。 

 

○小向委員 

 それではよろしいでしょうか。中央大学の小向と申します。中村先生、今日はもう大

変重要なお話をありがとうございました。お伺いしていてですね、加害者側のケアと言

っていいんですかね、男親塾のような取り組みっていうのはすごく難しいけれど重要

だというのが伝わってくるお話だったと思いますし、いろいろとこの取り組み方法と

か、これからもこう積み上げてというか発展させていくという取り組みをされてるの

だと思うのですが、これというのは来つづけさせることがかなり難しい。法的なエンハ

ンスメントがないっていうこともご指摘されてたと思うんですけれども、これを続け

ること自体がかなり難しいのではないかという感じを受けたのですが、その辺りとい
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うのは中村先生はどのようにお考えになってるのかお伺いしてもよろしいでしょうか。 

 

○中村教授 

 ご質問ありがとうございました。正確に聞いていただいたところもあり、感謝いたし

ます。おっしゃる通りで、男親塾は大阪市、大阪府堺市の児童相談所でやっているので

大阪全域なんですね。子供が保護されているというのが大変大きな事情なんですね。そ

れでこの父性とか父親とか、あんまり父性とか強調しなくてもいいのですけれど、ペア

レントフッドでいいのですけれども、一旦ジェンダー化された意識を大変色濃く持っ

てるので、一応あなたは父性についてどう責任を持つのかという言い方をします。最終

的にはジェンダーレスになってきていければいいんですが、いきなりいかないんです

ね。 

それで父親の責任ということで子育てもしてないのに、なぜ虐待するのかというこ

とを問いかけます。そうすると、経済的責任とか家長としての責任とかという言い方で

はないのですが、実質上はそういうメッセージが出てきます。これに対して対象化、働

きかけの対象にしつつ最終的な心理力動は、子供とやり直したいんですかというメッ

セージなんです。子供とやり直したいのであれば、何かあなたもアクションすべきでし

ょうということになると、それから幸か不幸か、不幸なことなんですけれども事件がた

くさん起こりますので、このことと照らして、あなたも同じ虐待親ですねという言い方

をすると、そうじゃないということで何か動き出す面がある。これを大きな力動の手が

かりにしています。ただアセスメントをしつつでないと、幸い、逆な場合はケースワー

カーがいますので、児童相談所のケースワーカーが担当していますので、アセスメント

をしつつ、それから母親面接をしていますので、母親からの家族の事情聴取、これは事

情聴取というと警察的ですけど、ケースワーカー、ソーシャルワーカーとしてヒアリン

グしていくことになります。ですから多軸多面的に、それから動機形成の力動ですね、

ここを多少工夫しつつやっている。 

それからＤＶの場合は、もっと違って、児童福祉のスキームに乗ってこないので、動

力性がとても強いですけれども、今度は階層性が高いのですね、階級階層性という軸が

出てきていて、それで社長さんとか弁護士とか教授とか、いろんな人たちがやってきま

す。少なくとも生活保護世帯はやってきません。児童虐待の場合は生活保護世帯が存在

しています。となると階級階層の選外と反映されてきて、階級階層性に依拠したコミュ

ニケーション的な変化を、さっきの動機づけのところに工夫しています。 

今日は時間がないので申し訳ないのですが、それは相当、工夫ができるのですけれど

も、こうしたことができる層は一握りだと思います。ですから、加害者達の全体ではな

いのは分かっています。それでも働きかけてやっていて変化の可能性を、プログラムな

り、臨床技法なりとして体系化することはできるかと思っていますので、一旦可能性の

ある人たちに対してやっています。そもそもそういうところに来るっていう段階で、何
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か動機づけが一定あるはずなのですね。ですから先生ご指摘のようなことは、ワンサイ

ズフィッツオールっていうのがありまして、一つのサイズですべての加害者にフィッ

トさせるのは無理だというのが、この加害者臨床の原則なので、ワンサイズフィッツオ

ールではない形で、オールに対してはオールという、ただオールは全部用意できないの

で、幾つかの類型化をしつつあるっていう。そんなことでご理解いただければと思いま

す。 

 

○小向委員  

どうもありがとうございました。大変難しいというんだということも含めてよく分

かりました。 

 

○炭谷座長  

それでは他に何かございませんでしょうか。 

 

○阿部委員 

 はい。ありがとうございました。大変盛りだくさんの中身で、是非このレジュメにつ

きましては、先生の了解を得たら各自必要な人たちにはメールで送っていただくとい

うことは可能でしょうか。もう二、三回読み返さないとですね、頭の中が整理できない

のかなと思っておりますので。 

 

○中村教授 

 どうぞ、私は構いません。 

 

○事務局 

阿部委員ありがとうございます。質問のご確認なのですが、おそらく今日、Ｗｅｂの

方でご参加いただいた委員には、電子データで今日の中村先生のレジュメが渡ってい

るかと思います。 

 

○阿部委員 

 この後確認しまして届いていなかったら連絡を入れるようにします。 

 

○中村教授 

 それで私は別に構わないのですが、幾つか私が取り組んでる事例の発言、青を入れて

ありますので、そこの部分は委員限りとしていただくとありがたいです。（※資料 44 ペ

ージは委員限り） 
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○阿部委員 

 分かりました。ありがとうございました。 

 

〇炭谷座長 

ほかに他にありませんでしょうか。 

 

○澤田委員 

とても勉強になりました。先生がいろいろな方と懇談されたりとか、いろいろ話し合

いをされている、そういう体験に基づくお話だったと思います。わたしもたまたま聞い

たり、被害を受けた方から相談されたりするのですが、善き友人としてはどうしたらよ

いのか。中野教授が指摘されたように、どんなふうに対応したらいいのか、新しい理論

ということで最後に紹介いただきましたけれど、これについては、社会的にどんなふう

に、そのシステムが作られていけば、そういう問題についての改善や再犯を防げると思

いますか。 

 

○中村教授 

 あと何時間かほしいという感じなんですけれど。もともと詰め込みだと分かった上

で、マイクロアグレッションという、ちょっと新しい概念なので、そのことが持つ広が

りとか深まりとか、可能性とか、一定批判も出てきているので、これを乗り越える次の

ステージへという、ちょっと欲張った内容になっています。 

それから、さらに情報として、内閣府の男女共同参画審議会の下に女性に対する暴力

に関する専門調査会というのがあり、その委員もしていて、政策制度提案や調査研究も

そこでしています。その中の第 122 回会議というのがありまして、そこに私が意見を

体系的に述べております。それは公表されておりますので、内閣府のホームページから

ご覧ください。また別の資料がそこに上がっています。その資料で是非見ておいてほし

いのが、公衆衛生モデルなのですけれど、ゼロ次予防、一次予防、二次予防、三次予防

と４層構造を提案してあります。それゼロ次予防ってのは善き隣人モデルのことです。

三次予防というのは刑務所内でのことです。もうかなり進んだしまった人たちの暴力

ということです。その一次、二次の間に、この地域社会や市民社会が入り込んだり、皆

さん方のようなＮＰＯや意識的な取り組みが入ってきたりします。 

それと加害相談など、もう少し相談体制を民間レベルで自由にできないかというこ

とだったり、暴力という言い方でなく相談ができると、こういう言い方もしながら提案

をしてあります。第 122 回のその会議の議事録や、そこにあげられている中村委員資

料と検索してもらえますと出ています。そういう取り組みをしているということです。 

マイクロアグレッションは現状の指摘ですけれど、途中申しましたように、どうすれ
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ばいいのかということについて、たくさんの取組をそこで体系化して紹介もしていま

す。それから最後に紹介した、それらを支える差別や暴力や大きな社会問題を背景にし

て、対人関係の中に現れてくるという局面を押さえようとしているのがマイクロアグ

レッションです。ですから、脱マイクロアグレッションなんですね。そこが日常的には

大事です。もちろん政策的には国際社会の政策やいろんなことが必要なので、マクロな

層とマイクロな層が、その議論の新しいのは、また今紹介した最後のキーワードで検索

してもらいますと、翻訳書が出ましたので最後の新しい理論として紹介したパワーと、

それからミーニング、フレームワークと、検索してもらいますと出てまいりますので、

それをお読みいただくのが一番早いかと思います。ちょっと今日は時間がないので、概

念の紹介ということにさせてください。以上です。 

 

○炭谷座長 

 澤田先生よろしゅうございますか。是非 122 回の審議会の報告書か議事録を読んで

いただければと思います。 

 

○Trang 委員 

 私は、ベトナム出身で今、神奈川の外国人相談窓口の相談員として活動しておりま

す。アグレッションというカタカナをいろいろ調べて理解できました。先生の講演の中

の事例は心に響きました。なぜなら、自分自身も、これがあった、これもあった、相談

窓口も現時点でもあったというのがいっぱいありました。日本は働けばいっぱいお金

が儲かるから、国に帰れば金持ちになるでしょうとか。この国が合わなければ、国に帰

ればとか。あなたたち文化的には、それは、あくまでもあなたたちの国の中では通じる

けど、この日本社会では違うのよということに対して、我慢していたんです。今、聞い

ていると、一つの差別というか、全部がこれで説明できるので、もっともっとひろげて

いただきたいと思います。 

 

○炭谷座長 

 大変内容の濃いご説明でございまして、中村先生のたくさんのご著書は、ホームペー

ジ、ネットでも情報が得られるようでございますので、私どもも勉強をさらに積み重ね

ていきたいと思っております。本日は本当に中村先生ありがとうございました。これか

らの我々の検討に大変役に立つご報告であったと思います。ここで中村先生は退席さ

れます。貴重なご講演本当にありがとうございました。 

それでは次の議題である令和４年度のかながわ人権施策推進指針取組状況報告につ

いて事務局からご説明をお願いいたします。それでは石井担当課長お願いいたします。 

 

○事務局から資料２について説明 
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○炭谷座長 

 それではただいまの説明について、時間も限られておりますけれども、ご質問があれ

ばお願いをいたします。ネットでご参加の委員の方もお願いたします。 

 

○檜垣委員 

 １点確認なのですが 51ページのインターネット上の誹謗中傷の書き込みについて法

務局に削除依頼ということで、依頼をしたのが 86件で、実際にこれ削除されたのが８

件ということでよろしいのでしょうか。 

 

○事務局 

 ご確認ありがとうございます。ご指摘の通りの状況で依頼につきましては 86件させ

ていただいておりますけれども、命令ではなく依頼という形になり、その結果、削除自

体は掲載をしている各プロバイダの判断となりますので、実際に削除できたというこ

とを確認できている件数が、少なくなってしまっている状況です。 

 

○炭谷座長 

 本当ですね。もう１割ぐらいですからね。これは法務局に依頼した件数が 86 件で、

法務局自身は削除要請しているということなのですか。 

 

○事務局 

 法務局から実際にどれだけの件数が、削除要請されたかというところが、私どもの方

では把握ができません。 

 

○炭谷座長 

 それでは他に何かございませんでしょうか。膨大な資料でございます。またお読みに

なって、お分かりにならない点がありましたら、事務局の方に直接お聞きいただければ

と思います。それではちょうど予定した時間が来たようでございます。質疑はこれまで

とさせていただきまして、今回の懇話会はこれで終了したいと思います。皆様、審議に

ご協力いただきまして、ありがとうございます。最後に事務局から連絡事項等がござい

ます。 

 

○事務局 

 本日は委員の皆様、たくさんのご発言をいただき、ありがとうございました。また長

時間にわたる会議、お疲れ様でございました。次回の懇話会は来年の１月頃を予定して

おります。別途日程の調整をご連絡させていただきますので、よろしくお願いいたしま
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す。 

 

（閉会） 

 

＜資料＞ 

・第 16 期かながわ人権政策推進懇話会 委員名簿 

・講演資料 「マイクロアグレッションについて考える」 

・報告資料 令和４年度 かながわ人権施策推進指針 取組状況報告 

  

 


